
大都市人口減少地域における

ドを基盤 としたソー シャル・イノベーシ ョンのメカムズムに関す

る研究

仁科 伸子 (熊 本学園大学大学院・社会福祉学部 准教授 )

本稿は、シカ ゴ市のコミュニティ `エ リアにおいて活動す るコミュニテ

ィ・エイジェンシーによる社会的取 り組み としての ソーシャル・ イノベーシ ョ

ンのメカニズムを探 ろ うとす るものである。人 口減少が進むイングル ウッ ド、

ウッ ドローン、 ローガンスクエアな どのコミュニティ・エ リアにおいてコ ミュ

ニティ 。エイジェンシーが実施 している取 り組みについて考察す る。

これ らの取 り組みは、インター ミディア リーのサポー トと市長の住宅 5カ

年計画政策 とグ リーン・ヘル シー・ ネイバー フッ ド・ プラン (GHNP)や 住宅

供給計画 と整合 しなが ら進め られている。都市内の人 口減少地域の空地を 1ド

ルで販売 し、地域住民や非営利組織 に活用 させ るか、あるいは、単に宅地 を広

げる 目的でも購入できる。計画では、イングル ウッ ドを含む 4つ のコミュニテ

ィで住宅を減数 して緑地を増加 し住宅地の質 を向上す る計画が提案 されてい

る。 またゾーニングの変更によって都市農地開発 を可能に しているのはこの計

画である。エマニュエル市長の 5年 間の住宅計画は、41,000戸 の新 しい家 を

供給す るために、 13億 ドル以上の住宅投資 を行 うとしてお り、イ ングル ウッ

ドの住宅修復 と供給 も計画 されている。イ ングル ウッ ドの主要住宅供給業者 は

セ ン トバナー ド教会である。教会 は、初期バイヤーのために通 り全体 を開発 し

た。

ウッ ドロー ンでは、4つ のアフォーダブルハ ウジング・プ ロジェク トとコテ

ージグローブにあるコ ミュニティ・ リソース 0セ ンターを、非営利 の住宅団体

である PAHO(PFeSeFVatiOn Of AffoFdable ttusing)に よつて提供 した。

ローガンスクエアにおいては、協同組合方式によつて古いボー リング場 の再

開発 が行われ、 コーポラティブ方式による商店デ ィル ピクルが整備 された。 こ

のプ ロジェク トには、2,400人 の地域住民が集 ま り、出資 した。協岡緯合 は

人々や近隣地域 と強 く結びついてお り、地元の人々を雇用 し、利益 を返す とと

もに、 ビニール袋 を使用 しない顧客に トー クンを渡 し、寄付 を集 めて地域団体

に寄付す るこ とで、コ ミュニティに禾1益 を還元 してい る。
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